
大腿骨近位部骨折には早期手術が有用です。早期手術を行うことで、
運動機能の低下や長期臥床による肺炎や褥瘡などの合併症を予防
でき、入院期間も短くなります。
当院では、受傷後48時間以内の手術を目標にしています。

大腿骨近位部骨折の早期手術の実施について

受傷後48時間以内の
手術件数

大腿骨近位部骨折 53件
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